
第３回　問題解決型ＱＣストーリー ②
須加尾 政一　著

連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

　第２回に引き続き、問題解決型ＱＣストーリーの概略を解説していきます。

（次ページへつづく）

手順３　活動計画の作成

改善の実施事項を決め、これを「誰が」「どのように実施するか」について日程を決め、活動計画表を作
成します。

実施内容

１）やるべきこと（実施事項）、いつ、何をするか（日程）、誰がやるか（役割分担）を決めます。
２）1)で決めた内容をサークルメンバーに共有できるように活動計画表を作成します。

手順４　要因の解析

 問題解決の手順で中核となる手順です。現状把握で見えてきた改善対象を構成している具体的な問題点
を引き起こしている原因を追究していきます。

実施内容

１）現状把握で絞り込んだ具体的な問題点（特性）に
　　対し、４M(人、設備、材料、方法)などの観点か
　　らなぜなぜを繰り返し、影響を及ぼしていると思
　　われる要因を洗い出します。
２）洗い出した要因を特性要因図などで整理し、さら
　　に要因を洗い出します（図４参照）。
３）特性に大きな影響を及ぼしていると思われる重要
　　要因を選定します（図４の赤丸で示した３つが重
　　要要因）。
４）特性と絞り込んだ重要要因の関係をデータで検証
　　し、対策をとるべき原因を決定します。

手順５　対策の検討と実施

 要因解析で究明された原因に対して、それを除去するための対策を検討・評価・選択して、適切な処置
を確実に実行します。



連載　改善の手順
～QCストーリーとその選択～

１）改善によって良くしたかった改善対象が対策を実施したことによって、どのように良くなったのか、
　　目標値と比較しながら効果を確認します。
２）効果金額、対策を実施したことによる他への影響や波及効果のみならず、サークルや個人の成長度合
　　いである無形の効果も把握します。

実施内容
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実施内容

 １）改善対象を良くするという基本目的なら
　　びに要因解析で明確になった原因を取り除
　　くための対策案を系統図などを活用して広
　　く、深く展開します。
２）ブレイクダウンされた対策案について、期
　　待効果、費用、実現性、他への影響などの
　　項目で評価し、実行すべき対策を決定しま
　　す。
３）対策スケジュールや役割分担を明確にして、
　　対策を確実に実行します。

手順６　効果の確認

問題となっていた改善対象について、実績値がどのように変わったかを調べ、目標に対しての達成度を確
認します。

手順７　標準化と管理の定着

効果のあった対策を日常業務のルールの中に組み込み、効果が逆戻りすることを防ぐのが標準化。決めた
ことが守られているか、効果が維持されているかを確認するチェック方法を決め、定期的にチェックする
仕組みを構築することが管理の定着です。

実施内容

１）実施した対策の中で、効果が認められた対策毎に標準化の制定もしくは改訂を実施します。
２）定めた標準について、周知徹底と教育・訓練の実施、関連部署へのＰＲなどを行います。
３）標準の遵守状況や、改善対象などの状況を定期的に確認し、維持していくための仕組みを構築します。


